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１．課題番号   ２０ １３－B－ ０６ 

 

２．研究課題名（和文、英文の両方をご記入ください） 

   和文： 巨大地震津波災害のシミュレーション統合                    

   英文： Integration of numerical simulations for giant earthquake and tsunami disaster 

 

３．研究代表者所属・氏名  神戸大学 都市安全研究センター 飯塚 敦 

   （地震研究所担当教員名） 堀 宗朗                      

 

４．参加者の詳細（研究代表者を含む。必要に応じ行を追加すること） 

氏名 所属・職名 参加内容 

飯塚 敦 神戸大学都市安全研究センター 研究代表者 

今村 文彦 東北大学・災害科学国際研究所 津波被害担当 

阿部 和久 新潟大学・工学研究科 地震被害担当 

廣瀬 壮一 東京工業大学・情報理工学研究科 地震被害担当 

鈴木 猛康 山梨大学・工学研究科 地震被害・避難担当 

甲斐 芳郎 高知工科大学・システム工学群 津波被害・避難担当 

清野 純史 京都大学・工学研究科 地震被害担当 

吉田 秀典 香川大学・工学部 地震被害・避難担当 

平原 和朗 京都大学・理学研究科 地震被害担当 

堀 高峰 海洋研究開発機構 地震被害担当 

盛川 仁 東京工業大学・総合理工学研究科 地震被害担当 

   

堀 宗朗 東京大学・地震研究所 IES 実装担当 

市村 強 東京大学・地震研究所 IES 実装担当 

ラリス・ウィ

ジャラトネ 

東京大学・地震研究所 IES 実装担当 

田中聖三 東京大学・地震研究所 IES 実装担当 

 

５．研究計画の概要（800字以内でご記入ください。計画調書に記載した「研究計画」から変更があ

る場合、変更内容が分かるように記載してください。） 



本研究の目的は，全国大学の防災・減災に関わる研究センターが，統合地震シミュレーションの開発

に携わるとともに，各地の都市を対象とした統合地震シミュレーションの実行に着手することであ

る．なお，この統合地震シミュレーションの全国展開では，各大学の優れたシミュレーション手法を

統合地震シミュレーションに実装することを重要な課題としている．統合地震シミュレーションの展

開は双方向的である． 

本研究の意義は「行政と科学の橋渡し」の具体的な形を造ることである．経験ベースの従来の被害想

定と異なり，統合地震シミュレーションは，地震・津波・被害の物理過程を大規模計算で解析し，科

学的合理性が高い被害想定を行うところに特徴がある．理学・工学を総合する科学的被害予測を研究

する意義は高い．なお，統合地震シミュレーションでは位置・規模・破壊過程等の地震シナリオを入

力とする．想定外の地震を減らすために，多数の地震シナリオが必要であり，この多数地震シナリオ

の生成も本共同研究の重要な課題として位置付けている． 

 

当初計画からの変更はないが，本プロジェクトの意義から，東京大学地震研究所と京都大学防災研究

所間での拠点間連携における研究プロジェクトとして，2015 年度より組織体制の変更を予定してい

る． 

 



６．研究成果の概要 （図を含めて１~2 頁で記入してください。） 

 

キーワード（3-5 程度）：統合地震・津波シミュレーション，巨大災害，IES 

 

本研究プロジェクトは，平成 25 年度から３年間の予定であり，平成 26 年度はその 2 年目にあたる．

しかし，東京大学地震研究所と京都大学防災研究所間の拠点間連携に共同研究の場を移した方が，よ

り実効的成果を挙げることができると考えられるため，平成 26 年度をもって，地震研究所共同研究

プロジェクトとしては発展的に解消し，平成 27 年度からは拠点間連携における共同研究プロジェク

トとして再組織の予定である．統合地震シミュレーションのソースコードは，地震研究所を中心に開

発されてきた．東京大学 GCOE「都市の持続再生学の展開」（H20～H24 年度）の主要課題としても

研究開発が続けられ，H23 年度より京計算機の戦略課題の一つとして採用されている．最新の大規模

並列計算機という環境でも計算規模・速度の点で高い性能を示す先端コードが開発されている． 

現在，このソースコードを使った統合地震シミュレーションは，共同研究のメンバーの協力のもと，

東京 23 区をはじめ，新潟市・甲府市・神戸市・高松市・高知市で実行されている． 

 

本研究は，統合地震シミュレーションの全国展開という目的のために，1）統合地震シミュレーショ

ンのマニュアルの整備（必要があれば GUI の開発），2）統合地震シミュレーションのための都市モ

デルの開発，3）南海トラフ巨大地震のための多数地震シナリオ生成，という 3 つの課題について共

同研究を実施した．  

第 1 の課題は，若手研究者（山梨大学・新潟大学）を中心に実際に統合地震シミュレーションを実行

しながら，使い勝手の良いマニュアルの生成を目指した．今後は，マニュアルをできるだけ使わなく

てすむような GUI の開発も視野に入れる． 

第 2 の課題は，東工大等，計算機環境が整備されつつある大学を対象に，統合地震シミュレーション

を実行する都市モデルの構築である．前述のように，現在，6 都市の都市モデルが構築された．なお，

従来の CPU 計算機の代わりに GPU 計算機を採用する大学も増えている．この点も考慮して，CPU

計算機で開発された統合地震シミュレーションのコードを，GPU 計算機のコードに変換することも

検討した． 

第 3 の課題は数値計算を志向する理学・工学研究者が地震サイクルシミュレーションの研究推進であ

る．平成 25 年度に開発された超詳細列島有限要素法モデルとその解析手法を使い，南海トラフを対

象とした地震サイクルシミュレーションの計算を開始した．本課題では，地震サイクルシミュレーシ

ョンに基づく多数地震シナリオの作成に関して，他のシナリオ作成の手法と比較するなど，基礎的な

検討を進めることを研究の主眼とした． 

 

以上より，2015 年 3 月 10 日（15:00-17:30）に東京大学地震研究所において共同利用シンポジウム

を開催し，共同研究の進捗と今後の展開について討議を行った． 
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